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１．RICE ⼤学での研究活動 
 グラフィン(sp2結合炭素原⼦のシート)を⽤いて⾦属有機構造体という多孔性物質(通称MOFs と呼ばれるも
の)を4週間近くかけて作成し、その性能を⾛査型電⼦顕微鏡(SEM)とX線回折(XRD)を⽤いて評価しました。 
２．研究活動における⽇⽶の違い 
 まず研究のやり⽅として、⽇本では朝から晩まで熱⼼に働き、⽐較的毎⽇研究活動を⾏っている印象があり
ますが、⽶国ではゆっくりと時間をかけて研究していると感じました。私は⽇本では週末も朝から晩まで⼤学
の研究室にいることが多かく、留学先の研究室では、PhD やポスドクの⼈が多いということもありますが、
ほとんどの⼈は、週末は⼤学の研究室には⾏かず個⼈で過ごす⼈が多かったです。またキャリアの考え⽅とし
ても、⽶国の学⽣は Ph.D.(⽇本でいう博⼠課程)までいく⼈が多く、⻑い研究⼈⽣を考えていました。特に私
がお世話になったアジャヤン研究室は、⼤半が Ph.D.以上を占め Visit Scholar も数多くおり、⼤学の研究室と
は随分異なっていました。学⽣の⾃覚に関しては、⽶国の多くの学⽣は勉強にとても熱⼼であり(少なくとも
私の⼤学の⽣徒と⽐べてはるかに熱⼼で)、将来やりたいことや⽬標がしっかりしている⼈が多いなと感じま
した。 
 ⽶国で研究するよい点としては、①個々の研究成果に対する発信の広がりやすさ(Publication)が⾮常に⼤き
いこと、②世界中から様々な優秀な学⽣・研究者が訪れるため、世界の最先端で学び研究しつつ、且つ国際的
視野も広がること、だと感じます。これらは主に⾔語が英語であることと、⽶国が世界を席巻していることが
⼤きな要因だと考えます。⼀⽅⽇本のよい点としては、①実験器具及び施設が⽶国に⽐べて⾮常にしっかりし
ていること、②並びに研究の精度が正確・緻密であること、③⼤学の教授を中⼼とした研究グループとしての
まとまりが⾼いこと、だと考えます。 
３．⽶国の⽂化・⽣活⾯での発⾒・苦労等 
 今回計 6週間滞在した上での個⼈的な感想として、⽶国の⽂化・⽣活様式は⾃分に⾮常に適していると感じ
ました。⽣活していた中で発⾒したこととしては、①チップ⽂化(従業員やスタッフがしてくれた時の何かし
らの配慮)がとても根強いこと、②⼤学の図書館がとても静かで、24 時間開いている⽇もあり、ほかにも勉強
しやすい環境整備がなされていたこと、③「無料」で配られる⾷べ物や、⼊れる施設が⽇本に⽐べて圧倒的に
多かったこと、④想像していた以上に⽶国の⼈々の環境に対する意識が⾼く、個⼈個⼈でなにかしらしなけれ
ばいけないと感じていたこと、⑤(これは⽇本⼈も同じかもしれませんが)特に研究や⾃分の好きなスポーツな
どに対して、異常なまでに集中し熱中すること、などが挙げられます。 
 ⼀⽅⽣活していた中で苦労した点としては、①宿泊先のホテルから出るバスが、⼤学まで⾏くのにかなり時
間がかかったこと、②今回滞在していたホテルが⼆⼈部屋だったため、常に他⼈に気を使わなければならなか
ったこと、③何回かトイレの排⽔管がつまったり断⽔したりと、⽔が使えない状況があったこと、です。 
 ⽇常会話に関する英語は、現地の⼈ともほぼ不⾃由なく会話でき、基本的に問題ありませんでしたが、その
上のレベルでの、研究をする必要な専⾨的な英語⼒が⾜りなかったため、⾃分の中で焦りと苛⽴ちを感じてし
まうことがありました。⾏く前にもっと勉強しておくべきだったと、深く後悔しています。 
４．本プログラムに参加の成果・意義 
 今回のプログラムに参加した⼀番の理由は、⾃分が将来海外で仕事をしていきたいと考える上で、⽶国での
研究や⼤学事情を知ることが必要不可⽋であると感じていたからです。このプログラムでは、1 ヶ⽉半という
短い期間でしたが、それらの研究内容と⽶国の⽂化まで深く知ることができ、その⽬的が達成できたと考えま
す。また⽶国の研究の仕⽅のみならず、ホワイトハウスやニューヨークにある国際連合の本部などを訪れるこ
とで、国際的視野の幅が広がったことも⾮常によかったと感じています。私はこのプログラムに参加する以前
も、外務省が⽀援する「KAKEHASHI Project」で⽶国の⼤学を訪れたことはありましたが、今回のプログラ
ムはただ⼤学を訪問するだけではなく、そこで専⾨的な研究をして成果発表を⾏うという、極めてレベルの⾼
い内容のプログラムでした。 
５．その他 
 ⾃分は参加した学⽣の中ではただ⼀⼈の関⻄圏の⼤学⽣でしたが、他の関東圏の学⽣からとてもよい経験を
得ることができました。どの学⽣も⾃分とは⽐べものにならないくらい知識が豊富で、学べることが⾮常に多



かったです。 
 


